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今
年
の
復
活
祭
は
四
月
二
一
日
。
巻
頭
言
を

書
い
た
の
が
三
月
初
旬
な
の
で
、
三
月
に
起
き

た
心
に
残
る
三
つ
の
出
来
事
を
書
き
ま
し
た
。

　

私
が
受
洗
し
た
神
田
教
会
の
近
く
に
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
ア
ジ
ア
青
少
年
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
一

九
一
九
年
二
月
八
日
、
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
朝
鮮
の

留
学
生
た
ち
が
日
本
の
植
民
地
支
配
か
ら
の
独

立
宣
言
を
発
し
ま
し
た
。
こ
の
行
動
が
朝
鮮
の

三
・
一
独
立
運
動
の
嚆
矢
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

今
年
は
三
・
一
独
立
運
動
の
一
〇
〇
周
年
に

あ
た
り
ま
す
。

　

一
九
六
五
年
に
日
韓
基
本
条
約
が
締
結
さ
れ

日
本
と
韓
国
と
の
国
交
が
樹
立
し
ま
し
た
。
こ

の
条
約
を
め
ぐ
っ
て
最
近
、
従
軍
慰
安
婦
問

題
、
徴
用
工
訴
訟
問
題
な
ど
が
起
き
日
韓
の
間

で
大
き
な
溝
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

一
九
六
七
年
十
一
月
マ
ニ
ラ
で
開
か
れ
た
Ｊ

Ｏ
Ｃ
の
リ
ー
ダ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
、
私
は
日

本
か
ら
二
名
の
女
子
リ
ー
ダ
ー
と
一
緒
に
参
加

精
神
は
、
ま
さ
に
希
望
の
光
と
し
て
、
人
類
の

歴
史
を
照
ら
す
こ
と
に
な
る
。
新
し
い
春
が
世

界
に
め
ぐ
っ
て
き
た
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
も

の
が
よ
み
が
え
る
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
わ
た

し
た
ち
は
、
た
だ
ひ
た
す
ら
前
に
見
え
る
光
に

向
か
っ
て
、
進
む
だ
け
で
よ
い
の
で
あ
る
。
」

と
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
（
外
村
大
訳
）

　

独
立
宣
言
書
は
日
本
に
対
す
る
非
難
・
断
罪

の
た
め
で
は
な
く
、
植
民
地
主
義
の
克
服
、
人

類
普
遍
の
理
想
実
現
へ
の
招
き
の
言
葉
で
す
。

こ
の
独
立
宣
言
の
精
神
が
、
長
年
に
わ
た
る
韓

国
の
民
主
化
運
動
と
百
年
後
の
「
ろ
う
そ
く
革

命
」
に
繋
が
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
に
と
っ
て
三
月
一
日
は
三
・
一
ビ
キ
ニ

デ
ー
と
し
て
設
け
ら
れ
た
原
水
爆
禁
止
運
動
の

日
で
す
。
一
九
五
四
年
三
月
一
日
未
明
、
米
国

は
太
平
洋
ビ
キ
ニ
環
礁
に
お
い
て
広
島
型
原
爆

の
約
一
〇
〇
〇
倍
の
威
力
を
も
つ
水
爆
実
験
を

行
い
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
人
び
と
や
多
数
の

日
本
漁
船
が
被
ば
く
し
ま
し
た
。
「
第
五
福
龍

丸
」
は
、
〝
死
の
灰
〞
を
浴
び
、
二
三
人
乗
組

員
全
員
が
急
性
放
射
能
症
に
な
り
、
久
保
山
愛

吉
さ
ん
（
四
〇
歳
）
は
「
原
水
爆
の
被
害
者
は

わ
た
し
を
最
後
に
し
て
ほ
し
い
。
」
と
言
い
残

し
ま
し
た
。
帰
国
前
に
韓
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
か
ら
招
待

さ
れ
、
夜
間
外
出
禁
止
令
の
ソ
ウ
ル
に
初
め
て

行
き
ま
し
た
。
韓
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
の
指
導
司
祭
の
朴

成
鐘
（
パ
ク
・
ソ
ン
ジ
ョ
ン
）
神
父
様
が
通
訳

し
て
く
れ
ま
し
た
。
会
長
の
ユ
ン
・
ス
ザ
ン
ナ
さ

ん
の
案
内
で
タ
プ
コ
ル
公
園
（
パ
ゴ
タ
公
園
）

に
行
き
、
こ
こ
が
一
九
一
九
年
三
月
一
日
の
独
立

運
動
発
祥
の
地
だ
と
知
り
ま
し
た
。
公
園
の
奥

に
独
立
運
動
の
様
子
を
描
い
た
十
枚
の
レ
リ
ー

フ
が
建
っ
て
い
ま
し
た
。
「
朝
鮮
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・

ダ
ル
ク
」
と
呼
ば
れ
た
柳
寛
順
（
ユ
・
グ
ア
ン

ス
ン
）
を
先
頭
に
デ
モ
す
る
民
衆
を
描
い
た
レ

リ
ー
フ
は
中
の
七
枚
目
で
す
。
彼
女
の
両
親
は

日
本
の
憲
兵
隊
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
、
柳
寛
順
は

逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。
彼
女
は
拷
問
に
よ
っ
て
一

六
歳
の
若
さ
で
獄
死
し
ま
し
た
。

　

こ
の
公
園
で
宗
教
指
導
者
た
ち
に
よ
っ
て
独

立
宣
言
書
が
読
ま
れ
、
数
万
人
の
民
衆
が
ソ
ウ

ル
市
内
を
「
独
立
万
歳
」
と
叫
ん
で
行
進
し
た

の
で
す
。
こ
の
動
き
は
朝
鮮
半
島
全
土
に
波
及

し
、
二
百
万
以
上
の
人
た
ち
が
独
立
運
動
に
参

加
し
ま
し
た
。
弾
圧
す
る
日
本
の
官
憲
に
よ
っ

て
沢
山
の
人
が
殺
害
さ
れ
、
四
万
数
千
人
が
逮

捕
・
拘
禁
さ
れ
ま
し
た
。

　

独
立
宣
言
書
は
格
調
高
く
「
わ
た
し
た
ち
は
、

わ
た
し
た
ち
の
国
で
あ
る
朝
鮮
国
が
独
立
国
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
朝
鮮
人
が
自
由
な
民
で
あ
る

こ
と
を
宣
言
す
る
。
こ
の
こ
と
を
世
界
の
人
び

と
に
伝
え
、
人
類
が
平
等
で
あ
る
と
い
う
こ
と

の
大
切
さ
を
明
ら
か
に
し
、
後
々
ま
で
こ
の
こ

と
を
教
え
、
民
族
が
自
分
た
ち
で
自
分
た
ち
の

こ
と
を
決
め
て
い
く
と
い
う
当
た
り
前
の
権
利

を
持
ち
続
け
よ
う
と
す
る
。
わ
た
し
た
ち
は
、

こ
の
こ
と
を
宣
言
し
、
こ
こ
ろ
を
一
つ
に
し
て
、

こ
れ
か
ら
永
遠
に
続
い
て
い
く
で
あ
ろ
う
、
わ

た
し
た
ち
民
族
の
自
由
な
発
展
の
た
め
に
、
そ

の
こ
と
を
訴
え
る
。(

中
略)

」
日
韓
両
民
族
の

深
い
溝
に
関
し
て
「
こ
れ
ま
で
の
間
違
っ
た
政

治
を
や
め
、
正
し
い
理
解
と
心
の
触
れ
合
い
に

基
づ
い
た
、
新
し
い
友
好
の
関
係
を
作
り
出
し

て
い
く
こ
と
が
、
わ
た
し
た
ち
と
彼
ら
と
の
不

幸
な
関
係
を
な
く
し
、
幸
せ
を
つ
か
む
近
道
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
は
っ
き
り
と
認
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。(

中
略)

」
「
あ
あ
、
い
ま
目

の
前
に
は
、
新
た
な
世
界
が
開
か
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
武
力
を
も
っ
て
人
び
と
を
抑
え
つ
け

る
時
代
は
も
う
終
わ
り
で
あ
る
。
過
去
の
す
べ

て
の
歴
史
の
な
か
で
、
磨
か
れ
、
大
切
に
す
る

な
い
で
し
ょ
う
。
す
で
に
八
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

家
族
を
失
い
、
家
も
畑
も
仕
事
も
無
く
な
っ
た

被
災
者
た
ち
の
苦
し
み
悲
し
み
は
今
も
続
い
て

い
ま
す
。
未
だ
に
死
者
約
一
万
六
千
人
、
行
方

不
明
者
約
二
千
五
百
人
、
避
難
者
約
七
万
七
千

人
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
福
島
原
発
事
故
の
放

射
能
被
災
は
ま
だ
続
い
て
い
ま
す
。

　

民
意
を
無
視
し
て
辺
野
古
の
海
へ
の
土
砂
投

入
。
宮
古
島
に
自
衛
隊
ミ
サ
イ
ル
基
地
完
成
、

等
々
。

　

こ
れ
ら
は
三
月
に
起
き
た
ほ
ん
の
一
部
の
出
来

事
で
す
。
い
ま
日
本
で
起
き
て
い
る
出
来
事
に
目

を
向
け
、
私
た
ち
の
国
が
、
何
処
に
向
か
っ
て

進
ん
で
い
る
の
か
知
る
た
め
に
、
徳
田
教
会
で

今
年
の
信
者
総
会
で
採
択
さ
れ
た
メ
イ
ン
テ
ー

マ
「
イ
エ
ス
に
学
ん
で
、
人
々
と
共
に
歩
も
う
」

を
実
行
し
ま
し
ょ
う
。
具
体
的
課
題
に
つ
い
て

は
、
「
欅
・
三
二
八
号
」
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

さ
あ
！
復
活
祭
を
迎
え
た
い
ま
、
新
し
い
心

で
、
行
動
を
起
こ
し
ま
し
ょ
う
。

し
同
年
九
月
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
ビ
キ
ニ
被

ば
く
事
件
は
、
日
本
国
民
に
大
き
な
衝
撃
を
あ

た
え
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
被
ば
く
を
く

り
か
え
さ
せ
る
な
と
、
全
国
に
原
水
爆
禁
止
の

声
が
巻
き
起
り
ま
し
た
。
三
千
数
百
万
の
原
水

爆
禁
止
署
名
が
集
め
ら
れ
、
一
九
五
五
年
八
月

に
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
「
第
五
福
龍
丸
」
は
現
在
潮
見

教
会
の
近
く
に
あ
る
夢
の
島
公
園
に
都
立
第
五
福

竜
丸
展
示
館
に
永
久
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
三
・
一
ビ
キ
ニ
デ
ー
は
「
核
兵
器
禁

止
条
約
を
力
に
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
、
非
核

平
和
の
日
本
の
実
現
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

二
〇
一
七
年
に
核
兵
器
禁
止
条
約
は
国
連
に

お
い
て
一
二
二
ヶ
国
の
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
被
ば
く
国
日
本
は
反
対
票
を

投
じ
た
の
で
す
。
二
〇
一
九
年
二
月
現
在
七
〇

の
国
が
署
名
、
そ
の
内
二
二
ケ
国
が
批
准
し
て

い
ま
す
。
条
約
は
五
〇
ケ
国
が
批
准
し
て
九
〇

日
後
に
発
効
し
ま
す
。
今
秋
、
批
准
国
で
あ
る

バ
チ
カ
ン
か
ら
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
が
来
日
さ

れ
、
長
崎
で
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
の
重
要
性

を
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｎ
）
が
二
〇
一
七
年
度
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

を
受
賞
し
た
こ
と
は
皆
さ
ん
ご
存
知
だ
と
思
い

ま
す
。
受
賞
理
由
は
核
兵
器
の
使
用
が
も
た
ら

す
破
滅
的
な
人
道
上
の
結
末
へ
の
注
目
を
集

め
、
核
兵
器
を
条
約
に
よ
っ
て
禁
止
す
る
た
め

の
革
新
的
な
努
力
を
し
て
き
た
こ
と
」
で
す
。

核
兵
器
禁
止
条
約
に
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」
と
い
う

言
葉
が
記
さ
れ
、
核
被
害
者
の
権
利
が
明
記
さ

れ
た
こ
と
は
、
被
ば
く
者
た
ち
の
長
年
に
わ
た

る
勇
気
あ
る
取
り
組
み
の
成
果
で
す
。
広
島
で

被
ば
く
し
た
サ
ロ
ー
節
子
さ
ん
は
「
核
兵
器
は

必
要
で
は
な
く
、
絶
対
悪
で
す
。
」
と
語
っ
て

い
ま
す
。

　

被
ば
く
者
は
日
本
人
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
朝
鮮
か
ら
日
本
で
働
く
こ
と
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
人
た
ち
、
米
軍
の
捕
虜
も
被
ば
く
し
ま
し

た
。
ま
た
、
世
界
中
で
二
〇
〇
〇
回
以
上
行
わ

れ
て
き
た
核
実
験
や
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
や

福
島
の
原
発
事
故
で
被
害
を
受
け
て
き
た
人
た

ち
も
、
広
い
意
味
で
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
バ
ク

シ
ャ
」
で
す
。
ビ
キ
ニ
デ
ー
は
こ
の
こ
と
を
世

界
中
に
訴
え
る
原
点
の
日
で
す
。

　

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
を
忘
れ
る
人
は
い

＿ 1 ＿
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三
月
に
起
き
た
こ
と
に

想
い
を
馳
せ
て！

　
　
　
　
　
　
　
じ
ょ
に
ー
・
お
お
く
ら

コ
ウ　
シ

一緒に食事の席に着いたとき、イエスはパンを取り、賛美の祈りを唱え、
パンを裂いてお渡しになった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルカ　24・30



 

今
年
の
復
活
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は
四
月
二
一
日
。
巻
頭
言
を

書
い
た
の
が
三
月
初
旬
な
の
で
、
三
月
に
起
き

た
心
に
残
る
三
つ
の
出
来
事
を
書
き
ま
し
た
。

　

私
が
受
洗
し
た
神
田
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会
の
近
く
に
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
ア
ジ
ア
青
少
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セ
ン
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が
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り
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。
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九
一
九
年
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八
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、
韓
国
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Ｃ
Ａ
で
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の

留
学
生
た
ち
が
日
本
の
植
民
地
支
配
か
ら
の
独

立
宣
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を
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し
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し
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の

三
・
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嚆
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っ
た
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す
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今
年
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・
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独
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五
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ま
し
た
。
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っ
て
最
近
、
従
軍
慰
安
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問

題
、
徴
用
工
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問
題
な
ど
が
起
き
日
韓
の
間

で
大
き
な
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じ
て
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す
。

　

一
九
六
七
年
十
一
月
マ
ニ
ラ
で
開
か
れ
た
Ｊ

Ｏ
Ｃ
の
リ
ー
ダ
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ト
レ
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ニ
ン
グ
に
、
私
は
日

本
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ら
二
名
の
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子
リ
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ダ
ー
と
一
緒
に
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加

精
神
は
、
ま
さ
に
希
望
の
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と
し
て
、
人
類
の
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史
を
照
ら
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こ
と
に
な
る
。
新
し
い
春
が
世

界
に
め
ぐ
っ
て
き
た
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
も

の
が
よ
み
が
え
る
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
わ
た

し
た
ち
は
、
た
だ
ひ
た
す
ら
前
に
見
え
る
光
に

向
か
っ
て
、
進
む
だ
け
で
よ
い
の
で
あ
る
。
」

と
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
（
外
村
大
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）

　

独
立
宣
言
書
は
日
本
に
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る
非
難
・
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罪

の
た
め
で
は
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く
、
植
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の
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、
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遍
の
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葉
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こ
の
独
立
宣
言
の
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が
、
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年
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国
の
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化
運
動
と
百
年
後
の
「
ろ
う
そ
く
革

命
」
に
繋
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て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
に
と
っ
て
三
月
一
日
は
三
・
一
ビ
キ
ニ

デ
ー
と
し
て
設
け
ら
れ
た
原
水
爆
禁
止
運
動
の

日
で
す
。
一
九
五
四
年
三
月
一
日
未
明
、
米
国

は
太
平
洋
ビ
キ
ニ
環
礁
に
お
い
て
広
島
型
原
爆

の
約
一
〇
〇
〇
倍
の
威
力
を
も
つ
水
爆
実
験
を

行
い
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
人
び
と
や
多
数
の

日
本
漁
船
が
被
ば
く
し
ま
し
た
。
「
第
五
福
龍

丸
」
は
、
〝
死
の
灰
〞
を
浴
び
、
二
三
人
乗
組

員
全
員
が
急
性
放
射
能
症
に
な
り
、
久
保
山
愛

吉
さ
ん
（
四
〇
歳
）
は
「
原
水
爆
の
被
害
者
は

わ
た
し
を
最
後
に
し
て
ほ
し
い
。
」
と
言
い
残

し
ま
し
た
。
帰
国
前
に
韓
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
か
ら
招
待

さ
れ
、
夜
間
外
出
禁
止
令
の
ソ
ウ
ル
に
初
め
て

行
き
ま
し
た
。
韓
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
の
指
導
司
祭
の
朴

成
鐘
（
パ
ク
・
ソ
ン
ジ
ョ
ン
）
神
父
様
が
通
訳

し
て
く
れ
ま
し
た
。
会
長
の
ユ
ン
・
ス
ザ
ン
ナ
さ

ん
の
案
内
で
タ
プ
コ
ル
公
園
（
パ
ゴ
タ
公
園
）

に
行
き
、
こ
こ
が
一
九
一
九
年
三
月
一
日
の
独
立

運
動
発
祥
の
地
だ
と
知
り
ま
し
た
。
公
園
の
奥

に
独
立
運
動
の
様
子
を
描
い
た
十
枚
の
レ
リ
ー

フ
が
建
っ
て
い
ま
し
た
。
「
朝
鮮
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・

ダ
ル
ク
」
と
呼
ば
れ
た
柳
寛
順
（
ユ
・
グ
ア
ン

ス
ン
）
を
先
頭
に
デ
モ
す
る
民
衆
を
描
い
た
レ

リ
ー
フ
は
中
の
七
枚
目
で
す
。
彼
女
の
両
親
は

日
本
の
憲
兵
隊
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
、
柳
寛
順
は

逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。
彼
女
は
拷
問
に
よ
っ
て
一

六
歳
の
若
さ
で
獄
死
し
ま
し
た
。

　

こ
の
公
園
で
宗
教
指
導
者
た
ち
に
よ
っ
て
独

立
宣
言
書
が
読
ま
れ
、
数
万
人
の
民
衆
が
ソ
ウ

ル
市
内
を
「
独
立
万
歳
」
と
叫
ん
で
行
進
し
た

の
で
す
。
こ
の
動
き
は
朝
鮮
半
島
全
土
に
波
及

し
、
二
百
万
以
上
の
人
た
ち
が
独
立
運
動
に
参

加
し
ま
し
た
。
弾
圧
す
る
日
本
の
官
憲
に
よ
っ

て
沢
山
の
人
が
殺
害
さ
れ
、
四
万
数
千
人
が
逮

捕
・
拘
禁
さ
れ
ま
し
た
。

　

独
立
宣
言
書
は
格
調
高
く
「
わ
た
し
た
ち
は
、

わ
た
し
た
ち
の
国
で
あ
る
朝
鮮
国
が
独
立
国
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
朝
鮮
人
が
自
由
な
民
で
あ
る

こ
と
を
宣
言
す
る
。
こ
の
こ
と
を
世
界
の
人
び

と
に
伝
え
、
人
類
が
平
等
で
あ
る
と
い
う
こ
と

の
大
切
さ
を
明
ら
か
に
し
、
後
々
ま
で
こ
の
こ

と
を
教
え
、
民
族
が
自
分
た
ち
で
自
分
た
ち
の

こ
と
を
決
め
て
い
く
と
い
う
当
た
り
前
の
権
利

を
持
ち
続
け
よ
う
と
す
る
。
わ
た
し
た
ち
は
、

こ
の
こ
と
を
宣
言
し
、
こ
こ
ろ
を
一
つ
に
し
て
、

こ
れ
か
ら
永
遠
に
続
い
て
い
く
で
あ
ろ
う
、
わ

た
し
た
ち
民
族
の
自
由
な
発
展
の
た
め
に
、
そ

の
こ
と
を
訴
え
る
。(

中
略)

」
日
韓
両
民
族
の

深
い
溝
に
関
し
て
「
こ
れ
ま
で
の
間
違
っ
た
政

治
を
や
め
、
正
し
い
理
解
と
心
の
触
れ
合
い
に

基
づ
い
た
、
新
し
い
友
好
の
関
係
を
作
り
出
し

て
い
く
こ
と
が
、
わ
た
し
た
ち
と
彼
ら
と
の
不

幸
な
関
係
を
な
く
し
、
幸
せ
を
つ
か
む
近
道
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
は
っ
き
り
と
認
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。(

中
略)
」
「
あ
あ
、
い
ま
目

の
前
に
は
、
新
た
な
世
界
が
開
か
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
武
力
を
も
っ
て
人
び
と
を
抑
え
つ
け

る
時
代
は
も
う
終
わ
り
で
あ
る
。
過
去
の
す
べ

て
の
歴
史
の
な
か
で
、
磨
か
れ
、
大
切
に
す
る

な
い
で
し
ょ
う
。
す
で
に
八
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

家
族
を
失
い
、
家
も
畑
も
仕
事
も
無
く
な
っ
た

被
災
者
た
ち
の
苦
し
み
悲
し
み
は
今
も
続
い
て

い
ま
す
。
未
だ
に
死
者
約
一
万
六
千
人
、
行
方

不
明
者
約
二
千
五
百
人
、
避
難
者
約
七
万
七
千

人
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
福
島
原
発
事
故
の
放

射
能
被
災
は
ま
だ
続
い
て
い
ま
す
。

　

民
意
を
無
視
し
て
辺
野
古
の
海
へ
の
土
砂
投

入
。
宮
古
島
に
自
衛
隊
ミ
サ
イ
ル
基
地
完
成
、

等
々
。

　

こ
れ
ら
は
三
月
に
起
き
た
ほ
ん
の
一
部
の
出
来

事
で
す
。
い
ま
日
本
で
起
き
て
い
る
出
来
事
に
目

を
向
け
、
私
た
ち
の
国
が
、
何
処
に
向
か
っ
て

進
ん
で
い
る
の
か
知
る
た
め
に
、
徳
田
教
会
で

今
年
の
信
者
総
会
で
採
択
さ
れ
た
メ
イ
ン
テ
ー

マ
「
イ
エ
ス
に
学
ん
で
、
人
々
と
共
に
歩
も
う
」

を
実
行
し
ま
し
ょ
う
。
具
体
的
課
題
に
つ
い
て

は
、
「
欅
・
三
二
八
号
」
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

さ
あ
！
復
活
祭
を
迎
え
た
い
ま
、
新
し
い
心

で
、
行
動
を
起
こ
し
ま
し
ょ
う
。

し
同
年
九
月
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
ビ
キ
ニ
被

ば
く
事
件
は
、
日
本
国
民
に
大
き
な
衝
撃
を
あ

た
え
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
被
ば
く
を
く

り
か
え
さ
せ
る
な
と
、
全
国
に
原
水
爆
禁
止
の

声
が
巻
き
起
り
ま
し
た
。
三
千
数
百
万
の
原
水

爆
禁
止
署
名
が
集
め
ら
れ
、
一
九
五
五
年
八
月

に
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
「
第
五
福
龍
丸
」
は
現
在
潮
見

教
会
の
近
く
に
あ
る
夢
の
島
公
園
に
都
立
第
五
福

竜
丸
展
示
館
に
永
久
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
三
・
一
ビ
キ
ニ
デ
ー
は
「
核
兵
器
禁

止
条
約
を
力
に
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
、
非
核

平
和
の
日
本
の
実
現
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

二
〇
一
七
年
に
核
兵
器
禁
止
条
約
は
国
連
に

お
い
て
一
二
二
ヶ
国
の
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
被
ば
く
国
日
本
は
反
対
票
を

投
じ
た
の
で
す
。
二
〇
一
九
年
二
月
現
在
七
〇

の
国
が
署
名
、
そ
の
内
二
二
ケ
国
が
批
准
し
て

い
ま
す
。
条
約
は
五
〇
ケ
国
が
批
准
し
て
九
〇

日
後
に
発
効
し
ま
す
。
今
秋
、
批
准
国
で
あ
る

バ
チ
カ
ン
か
ら
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
が
来
日
さ

れ
、
長
崎
で
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
の
重
要
性

を
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｎ
）
が
二
〇
一
七
年
度
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

を
受
賞
し
た
こ
と
は
皆
さ
ん
ご
存
知
だ
と
思
い

ま
す
。
受
賞
理
由
は
核
兵
器
の
使
用
が
も
た
ら

す
破
滅
的
な
人
道
上
の
結
末
へ
の
注
目
を
集

め
、
核
兵
器
を
条
約
に
よ
っ
て
禁
止
す
る
た
め

の
革
新
的
な
努
力
を
し
て
き
た
こ
と
」
で
す
。

核
兵
器
禁
止
条
約
に
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」
と
い
う

言
葉
が
記
さ
れ
、
核
被
害
者
の
権
利
が
明
記
さ

れ
た
こ
と
は
、
被
ば
く
者
た
ち
の
長
年
に
わ
た

る
勇
気
あ
る
取
り
組
み
の
成
果
で
す
。
広
島
で

被
ば
く
し
た
サ
ロ
ー
節
子
さ
ん
は
「
核
兵
器
は

必
要
で
は
な
く
、
絶
対
悪
で
す
。
」
と
語
っ
て

い
ま
す
。

　

被
ば
く
者
は
日
本
人
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
朝
鮮
か
ら
日
本
で
働
く
こ
と
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
人
た
ち
、
米
軍
の
捕
虜
も
被
ば
く
し
ま
し

た
。
ま
た
、
世
界
中
で
二
〇
〇
〇
回
以
上
行
わ

れ
て
き
た
核
実
験
や
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
や

福
島
の
原
発
事
故
で
被
害
を
受
け
て
き
た
人
た

ち
も
、
広
い
意
味
で
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
バ
ク

シ
ャ
」
で
す
。
ビ
キ
ニ
デ
ー
は
こ
の
こ
と
を
世

界
中
に
訴
え
る
原
点
の
日
で
す
。

　

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
を
忘
れ
る
人
は
い
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今
年
の
復
活
祭
は
四
月
二
一
日
。
巻
頭
言
を

書
い
た
の
が
三
月
初
旬
な
の
で
、
三
月
に
起
き

た
心
に
残
る
三
つ
の
出
来
事
を
書
き
ま
し
た
。

　

私
が
受
洗
し
た
神
田
教
会
の
近
く
に
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
ア
ジ
ア
青
少
年
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
一

九
一
九
年
二
月
八
日
、
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
朝
鮮
の

留
学
生
た
ち
が
日
本
の
植
民
地
支
配
か
ら
の
独

立
宣
言
を
発
し
ま
し
た
。
こ
の
行
動
が
朝
鮮
の

三
・
一
独
立
運
動
の
嚆
矢
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

今
年
は
三
・
一
独
立
運
動
の
一
〇
〇
周
年
に

あ
た
り
ま
す
。

　

一
九
六
五
年
に
日
韓
基
本
条
約
が
締
結
さ
れ

日
本
と
韓
国
と
の
国
交
が
樹
立
し
ま
し
た
。
こ

の
条
約
を
め
ぐ
っ
て
最
近
、
従
軍
慰
安
婦
問

題
、
徴
用
工
訴
訟
問
題
な
ど
が
起
き
日
韓
の
間

で
大
き
な
溝
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

一
九
六
七
年
十
一
月
マ
ニ
ラ
で
開
か
れ
た
Ｊ

Ｏ
Ｃ
の
リ
ー
ダ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
、
私
は
日

本
か
ら
二
名
の
女
子
リ
ー
ダ
ー
と
一
緒
に
参
加

精
神
は
、
ま
さ
に
希
望
の
光
と
し
て
、
人
類
の

歴
史
を
照
ら
す
こ
と
に
な
る
。
新
し
い
春
が
世

界
に
め
ぐ
っ
て
き
た
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
も

の
が
よ
み
が
え
る
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
わ
た

し
た
ち
は
、
た
だ
ひ
た
す
ら
前
に
見
え
る
光
に

向
か
っ
て
、
進
む
だ
け
で
よ
い
の
で
あ
る
。
」

と
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
（
外
村
大
訳
）

　

独
立
宣
言
書
は
日
本
に
対
す
る
非
難
・
断
罪

の
た
め
で
は
な
く
、
植
民
地
主
義
の
克
服
、
人

類
普
遍
の
理
想
実
現
へ
の
招
き
の
言
葉
で
す
。

こ
の
独
立
宣
言
の
精
神
が
、
長
年
に
わ
た
る
韓

国
の
民
主
化
運
動
と
百
年
後
の
「
ろ
う
そ
く
革

命
」
に
繋
が
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
に
と
っ
て
三
月
一
日
は
三
・
一
ビ
キ
ニ

デ
ー
と
し
て
設
け
ら
れ
た
原
水
爆
禁
止
運
動
の

日
で
す
。
一
九
五
四
年
三
月
一
日
未
明
、
米
国

は
太
平
洋
ビ
キ
ニ
環
礁
に
お
い
て
広
島
型
原
爆

の
約
一
〇
〇
〇
倍
の
威
力
を
も
つ
水
爆
実
験
を

行
い
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
人
び
と
や
多
数
の

日
本
漁
船
が
被
ば
く
し
ま
し
た
。
「
第
五
福
龍

丸
」
は
、
〝
死
の
灰
〞
を
浴
び
、
二
三
人
乗
組

員
全
員
が
急
性
放
射
能
症
に
な
り
、
久
保
山
愛

吉
さ
ん
（
四
〇
歳
）
は
「
原
水
爆
の
被
害
者
は

わ
た
し
を
最
後
に
し
て
ほ
し
い
。
」
と
言
い
残

し
ま
し
た
。
帰
国
前
に
韓
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
か
ら
招
待

さ
れ
、
夜
間
外
出
禁
止
令
の
ソ
ウ
ル
に
初
め
て

行
き
ま
し
た
。
韓
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
の
指
導
司
祭
の
朴

成
鐘
（
パ
ク
・
ソ
ン
ジ
ョ
ン
）
神
父
様
が
通
訳

し
て
く
れ
ま
し
た
。
会
長
の
ユ
ン
・
ス
ザ
ン
ナ
さ

ん
の
案
内
で
タ
プ
コ
ル
公
園
（
パ
ゴ
タ
公
園
）

に
行
き
、
こ
こ
が
一
九
一
九
年
三
月
一
日
の
独
立

運
動
発
祥
の
地
だ
と
知
り
ま
し
た
。
公
園
の
奥

に
独
立
運
動
の
様
子
を
描
い
た
十
枚
の
レ
リ
ー

フ
が
建
っ
て
い
ま
し
た
。
「
朝
鮮
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・

ダ
ル
ク
」
と
呼
ば
れ
た
柳
寛
順
（
ユ
・
グ
ア
ン

ス
ン
）
を
先
頭
に
デ
モ
す
る
民
衆
を
描
い
た
レ

リ
ー
フ
は
中
の
七
枚
目
で
す
。
彼
女
の
両
親
は

日
本
の
憲
兵
隊
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
、
柳
寛
順
は

逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。
彼
女
は
拷
問
に
よ
っ
て
一

六
歳
の
若
さ
で
獄
死
し
ま
し
た
。

　

こ
の
公
園
で
宗
教
指
導
者
た
ち
に
よ
っ
て
独

立
宣
言
書
が
読
ま
れ
、
数
万
人
の
民
衆
が
ソ
ウ

ル
市
内
を
「
独
立
万
歳
」
と
叫
ん
で
行
進
し
た

の
で
す
。
こ
の
動
き
は
朝
鮮
半
島
全
土
に
波
及

し
、
二
百
万
以
上
の
人
た
ち
が
独
立
運
動
に
参

加
し
ま
し
た
。
弾
圧
す
る
日
本
の
官
憲
に
よ
っ

て
沢
山
の
人
が
殺
害
さ
れ
、
四
万
数
千
人
が
逮

捕
・
拘
禁
さ
れ
ま
し
た
。

　

独
立
宣
言
書
は
格
調
高
く
「
わ
た
し
た
ち
は
、

わ
た
し
た
ち
の
国
で
あ
る
朝
鮮
国
が
独
立
国
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
朝
鮮
人
が
自
由
な
民
で
あ
る

こ
と
を
宣
言
す
る
。
こ
の
こ
と
を
世
界
の
人
び

と
に
伝
え
、
人
類
が
平
等
で
あ
る
と
い
う
こ
と

の
大
切
さ
を
明
ら
か
に
し
、
後
々
ま
で
こ
の
こ

と
を
教
え
、
民
族
が
自
分
た
ち
で
自
分
た
ち
の

こ
と
を
決
め
て
い
く
と
い
う
当
た
り
前
の
権
利

を
持
ち
続
け
よ
う
と
す
る
。
わ
た
し
た
ち
は
、

こ
の
こ
と
を
宣
言
し
、
こ
こ
ろ
を
一
つ
に
し
て
、

こ
れ
か
ら
永
遠
に
続
い
て
い
く
で
あ
ろ
う
、
わ

た
し
た
ち
民
族
の
自
由
な
発
展
の
た
め
に
、
そ

の
こ
と
を
訴
え
る
。(

中
略)

」
日
韓
両
民
族
の

深
い
溝
に
関
し
て
「
こ
れ
ま
で
の
間
違
っ
た
政

治
を
や
め
、
正
し
い
理
解
と
心
の
触
れ
合
い
に

基
づ
い
た
、
新
し
い
友
好
の
関
係
を
作
り
出
し

て
い
く
こ
と
が
、
わ
た
し
た
ち
と
彼
ら
と
の
不

幸
な
関
係
を
な
く
し
、
幸
せ
を
つ
か
む
近
道
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
は
っ
き
り
と
認
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。(

中
略)

」
「
あ
あ
、
い
ま
目

の
前
に
は
、
新
た
な
世
界
が
開
か
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
武
力
を
も
っ
て
人
び
と
を
抑
え
つ
け

る
時
代
は
も
う
終
わ
り
で
あ
る
。
過
去
の
す
べ

て
の
歴
史
の
な
か
で
、
磨
か
れ
、
大
切
に
す
る

な
い
で
し
ょ
う
。
す
で
に
八
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

家
族
を
失
い
、
家
も
畑
も
仕
事
も
無
く
な
っ
た

被
災
者
た
ち
の
苦
し
み
悲
し
み
は
今
も
続
い
て

い
ま
す
。
未
だ
に
死
者
約
一
万
六
千
人
、
行
方

不
明
者
約
二
千
五
百
人
、
避
難
者
約
七
万
七
千

人
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
福
島
原
発
事
故
の
放

射
能
被
災
は
ま
だ
続
い
て
い
ま
す
。

　

民
意
を
無
視
し
て
辺
野
古
の
海
へ
の
土
砂
投

入
。
宮
古
島
に
自
衛
隊
ミ
サ
イ
ル
基
地
完
成
、

等
々
。

　

こ
れ
ら
は
三
月
に
起
き
た
ほ
ん
の
一
部
の
出
来

事
で
す
。
い
ま
日
本
で
起
き
て
い
る
出
来
事
に
目

を
向
け
、
私
た
ち
の
国
が
、
何
処
に
向
か
っ
て

進
ん
で
い
る
の
か
知
る
た
め
に
、
徳
田
教
会
で

今
年
の
信
者
総
会
で
採
択
さ
れ
た
メ
イ
ン
テ
ー

マ
「
イ
エ
ス
に
学
ん
で
、
人
々
と
共
に
歩
も
う
」

を
実
行
し
ま
し
ょ
う
。
具
体
的
課
題
に
つ
い
て

は
、
「
欅
・
三
二
八
号
」
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

さ
あ
！
復
活
祭
を
迎
え
た
い
ま
、
新
し
い
心

で
、
行
動
を
起
こ
し
ま
し
ょ
う
。

し
同
年
九
月
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
ビ
キ
ニ
被

ば
く
事
件
は
、
日
本
国
民
に
大
き
な
衝
撃
を
あ

た
え
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
被
ば
く
を
く

り
か
え
さ
せ
る
な
と
、
全
国
に
原
水
爆
禁
止
の

声
が
巻
き
起
り
ま
し
た
。
三
千
数
百
万
の
原
水

爆
禁
止
署
名
が
集
め
ら
れ
、
一
九
五
五
年
八
月

に
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
「
第
五
福
龍
丸
」
は
現
在
潮
見

教
会
の
近
く
に
あ
る
夢
の
島
公
園
に
都
立
第
五
福

竜
丸
展
示
館
に
永
久
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
三
・
一
ビ
キ
ニ
デ
ー
は
「
核
兵
器
禁

止
条
約
を
力
に
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
、
非
核

平
和
の
日
本
の
実
現
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

二
〇
一
七
年
に
核
兵
器
禁
止
条
約
は
国
連
に

お
い
て
一
二
二
ヶ
国
の
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
被
ば
く
国
日
本
は
反
対
票
を

投
じ
た
の
で
す
。
二
〇
一
九
年
二
月
現
在
七
〇

の
国
が
署
名
、
そ
の
内
二
二
ケ
国
が
批
准
し
て

い
ま
す
。
条
約
は
五
〇
ケ
国
が
批
准
し
て
九
〇

日
後
に
発
効
し
ま
す
。
今
秋
、
批
准
国
で
あ
る

バ
チ
カ
ン
か
ら
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
が
来
日
さ

れ
、
長
崎
で
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
の
重
要
性

を
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｎ
）
が
二
〇
一
七
年
度
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

を
受
賞
し
た
こ
と
は
皆
さ
ん
ご
存
知
だ
と
思
い

ま
す
。
受
賞
理
由
は
核
兵
器
の
使
用
が
も
た
ら

す
破
滅
的
な
人
道
上
の
結
末
へ
の
注
目
を
集

め
、
核
兵
器
を
条
約
に
よ
っ
て
禁
止
す
る
た
め

の
革
新
的
な
努
力
を
し
て
き
た
こ
と
」
で
す
。

核
兵
器
禁
止
条
約
に
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」
と
い
う

言
葉
が
記
さ
れ
、
核
被
害
者
の
権
利
が
明
記
さ

れ
た
こ
と
は
、
被
ば
く
者
た
ち
の
長
年
に
わ
た

る
勇
気
あ
る
取
り
組
み
の
成
果
で
す
。
広
島
で

被
ば
く
し
た
サ
ロ
ー
節
子
さ
ん
は
「
核
兵
器
は

必
要
で
は
な
く
、
絶
対
悪
で
す
。
」
と
語
っ
て

い
ま
す
。

　

被
ば
く
者
は
日
本
人
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
朝
鮮
か
ら
日
本
で
働
く
こ
と
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
人
た
ち
、
米
軍
の
捕
虜
も
被
ば
く
し
ま
し

た
。
ま
た
、
世
界
中
で
二
〇
〇
〇
回
以
上
行
わ

れ
て
き
た
核
実
験
や
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
や

福
島
の
原
発
事
故
で
被
害
を
受
け
て
き
た
人
た

ち
も
、
広
い
意
味
で
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
バ
ク

シ
ャ
」
で
す
。
ビ
キ
ニ
デ
ー
は
こ
の
こ
と
を
世

界
中
に
訴
え
る
原
点
の
日
で
す
。

　

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
を
忘
れ
る
人
は
い
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の
で
す
。
イ
エ
ス
ご
自
身
、受
難
を
前
に
し
て
、

「
ア
ッ
バ
、
父
よ
、
あ
な
た
は
何
で
も
お
で
き

に
な
り
ま
す
。
こ
の
（
受
難
の
）
杯
を
わ
た
し

か
ら
取
り
の
け
て
く
だ
さ
い
」（
マ
ル
コ
14
・

36
）
と
祈
ら
れ
た
の
で
し
た
。
ま
た
、
パ
ウ
ロ

は
、
サ
タ
ン
か
ら
自
分
に
与
え
ら
れ
た
と
げ

に
つ
い
て「
離
れ
去
ら
せ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
、

わ
た
し
は
三
度
主
に
願
い
ま
し
た
」（
II
コ
リ

ン
ト
12
・
７‐

８
）と
書
い
て
い
ま
す
。
結
果
は
、

イ
エ
ス
の
場
合
も
パ
ウ
ロ
の
場
合
も
、
弱
さ
、

受
難
、
と
げ
は
取
り
去
ら
れ
こ
と
は
な
か
っ

た
の
で
し
た
。

　

け
れ
ど
も
、
受
難
に
耐
え
抜
く
「
力
」、
弱

さ
の
中
に
働
く
「
恵
み
」
が
、
働
い
て
、
人
々

に
救
い
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
し
た
。

　

私
た
ち
に
も
毎
日
の
生
活
の
な
か
で
、
信
仰

を
脅
か
す
よ
う
な
多
く
の
弱
さ
と
そ
れ
に
伴
う

恐
れ
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
最
た
る
も
の
が

「
死
」
で
す
。「
死
の
恐
怖
の
た
め
に
一
生
涯
、

奴
隷
の
状
態
に
あ
っ
た
者
た
ち
」（
参
照
ヘ
ブ

ラ
イ
２
・
14‐

15
）
と
あ
る
と
お
り
で
す
。
し

か
し
、
イ
エ
ス
が
救
う
の
は
こ
の
よ
う
な
者
た

ち
で
す
。「
そ
れ
で
、
イ
エ
ス
は
、
神
の
御
前
に

お
い
て
憐
み
深
い
、
忠
実
な
大
祭
司
と
な
っ

て
、
民
の
罪
を
償
う
た
め
に
、
す
べ
て
の
点
で

兄
弟
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
の
で
す
。
事
実
、
御
自
身
、
試
練
を

受
け
て
苦
し
ま
れ
た
か
ら
こ
そ
、
試
練
を
受
け

て
い
る
人
た
ち
を
助
け
る
こ
と
が
お
で
き
に
な

る
の
で
す
。」（
同
2
・
17‐

18
）

　

こ
の
キ
リ
ス
ト
の
愛
と
い
う
神
の
最
も
優
れ

た
人
格
的
な
愛
、
犠
牲
の
愛
が
、
私
た
ち
の
福

音
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
恐
れ
や
弱
さ

に
打
ち
勝
っ
て
あ
ま
り
あ
る
も
の
で
す
。

　
「
し
か
し
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
こ
と
に
お
い

て
、
わ
た
し
た
ち
は
、
わ
た
し
た
ち
を
愛
し
て

く
だ
さ
る
方
に
よ
っ
て
輝
か
し
い
勝
利
を
収
め

て
い
ま
す
。
私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。
死
も
、

命
も
、
天
使
も
、
支
配
す
る
も
の
も
、
現
在
の

も
の
も
、
未
来
の
も
の
も
、
力
あ
る
も
の
も
、

高
い
所
に
い
る
も
の
も
、
低
い
所
に
い
る
も
の

も
、
他
の
ど
ん
な
被
造
物
も
、
わ
た
し
た
ち
の

主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
神

の
愛
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
を
引
き
離
す
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
す
。」（
ロ
マ
8
・
37‐

39
）

ご
復
活
祭
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　

キ
リ
ス
ト
の
死
に
あ
ず
か
る
洗
礼
を
受
け
た
私

た
ち
が
、
キ
リ
ス
ト
の
復
活
に
も
あ
ず
か
る
こ

と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。（
参
照
ロ
マ
６
・
４‐

５
）

　

人
間
を
結
び
つ
け
る
神
の
力

　

前
回
こ
の
欄
で
、「
天
地
の
主
で
あ
る
父
よ
」

と
い
う
イ
エ
ス
の
祈
り
の
言
葉
を
、
神
の
人
格

性
と
い
う
観
点
か
ら
読
み
直
し
て
み
ま
し
た
。

そ
の
際
、
前
々
号
で
紹
介
し
た
テ
イ
ヤ
ー
ル･

ド･

シ
ャ
ル
ダ
ン
神
父
が
、
第
二
次
世
界
大
戦

の
さ
な
か
に
書
い
た
手
紙
の
一
節
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　
　･･････

奇
妙
な
こ
と
に
は
、
争
い
が
い
た
る

と
こ
ろ
で
激
化
し
て
い
ま
す
が
、
紛
争
の
根

源
に
一
歩
一
歩
さ
か
の
ぼ
っ
て
ゆ
く
と
、
悪

の
根
源
は
外
観
的
な
紛
争
の
中
に
で
は
な

く
、
一
見
し
て
そ
れ
か
ら
ひ
じ
ょ
う
に
離
れ

た
と
こ
ろ
に
、
す
な
わ
ち
、
人
間
が
神
の

人
格
性
に
絶
望
し
た
と
い
う
内
的
な
事
実

の
う
ち
に
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
の
で
す
。

（
テ
イ
ヤ
ー
ル･

ド･

シ
ャ
ル
ダ
ン
著
、
宇
佐
見

英
治
・
見
田
稔
訳
『
旅
の
手
紙　

1
9
2
3

〜
1
9
5
5
』
テ
イ
ヤ
ー
ル
・
ド
・
シ
ャ
ル

ダ
ン
著
作
集
４
、
み
す
ず
書
房
、
1
9
7
0

年
、
3
1
2‐

3
1
3
頁
）

そ
し
て
、
最
後
に
私
は
次
の
よ
う
に
書
き

ま
し
た
。

「
第
二
次
世
界
大
戦
を
生
ん
だ
悪
の
根
源
が
、

人
間
が
神
の
人
格
性
に
絶
望
し
た
こ
と
に
あ
る

と
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

…
…

テ
イ
ヤ
ー
ル
神
父
は
、
そ
れ
は
、
究
極
的

な
存
在
が
「
人
格
的
な
愛
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、

私
た
ち
を
一
つ
に
結
び
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
を
信
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る

か
ら
だ
、
と
考
え
て
い
た
の
で
し
た
。」

の
だ
、
と
教
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

弱
さ
を
恐
れ
な
い

　

と
こ
ろ
で
、
神
の
力
の
発
現
は
、
こ
の
世
の

権
力
者
の
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
異
な
り
、
謙
り

や
弱
さ
を
通
し
て
為
さ
れ
る
こ
と
を
、
私
た
ち

は
い
つ
も
学
ん
で
い
ま
す
。

「
わ
た
し
た
ち
の
聞
い
た
こ
と
を
、
誰
が
信

じ
え
よ
う
か
。
主
は
御
腕
の
力
を
誰
に
示

さ
れ
た
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。…

…

（
彼
は
）

苦
役
を
課
せ
ら
れ
て
、
か
が
み
込
み
、
彼

は
口
を
開
か
な
か
っ
た
。
屠
り
場
に
引
か

れ
る
子
羊
の
よ
う
に
、
毛
を
切
る
者
の
前
に

物
を
言
わ
な
い
羊
の
よ
う
に
、
彼
は
口
を
開

か
な
か
っ
た
。」（
イ
ザ
ヤ
53
・
1
、
7
）

　「
わ
た
し
の
恵
み
は
あ
な
た
に
十
分
で
あ

る
。
力
は
弱
さ
の
中
で
こ
そ
十
分
に
発
揮

さ
れ
る
の
だ
」（
II
コ
リ
ン
ト
12
・
9
）

　

し
か
し
、
こ
の
弱
さ
こ
そ
は
私
た
ち
に
と
っ

て
最
大
の
試
練
で
あ
り
、
誘
惑
に
な
り
う
る
も

の
理
解
と
結
び
つ
け
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

パ
ウ
ロ
は
、
私
た
ち
の
信
仰
の
父
で
あ
る
ア

ブ
ラ
ハ
ム
に
つ
い
て
教
え
る
と
き
、
そ
の
「
信

仰
」
に
つ
い
て
、「
死
者
に
命
を
与
え
、
存
在

し
て
い
な
い
も
の
を
呼
び
出
し
て
存
在
さ
せ
る

神
を
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
信
じ
、…

…

　

希
望
す

る
す
べ
も
な
か
っ
た
と
き
に
、
な
お
も
望
み
を

抱
い
て
、
信
じ
、…

…

　

神
は
約
束
し
た
こ
と

を
実
現
さ
せ
る
力
も
、
お
持
ち
の
方
だ
と
、
確

信
し
て
い
た
」（
ロ
マ
4
・
17‐

18
、
21
）
と

力
強
く
述
べ
て
い
ま
す
。
パ
ウ
ロ
は
こ
う
し
て
、

い
ま
キ
リ
ス
ト
の
復
活
を
信
じ
る
こ
と
の
意
味

を
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
信
仰
と
結
び
つ
け
て
説
明
す

る
の
で
す
。

　

命
を
与
え
、
存
在
を
付
与
す
る
、
と
い
う
こ

と
は
究
極
の
「
力
」
で
す
が
、
現
代
の
文
明
に

影
響
さ
れ
た
私
た
ち
は
、
命
も
存
在
も
、
人

間
の
力
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
も
の
の
よ
う
に
錯

覚
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
は
、
信
仰
や
宗
教

を
あ
な
ど
る
こ
と
、
そ
し
て
、
人
間
に
よ
る
お

ぞ
ま
し
い
暴
虐
に
ま
で
い
た
る
こ
と
は
目
に
見

え
て
い
ま
す
。

　

イ
エ
ス
は
、
復
活
に
つ
い
て
の
問
答
の
中
で
、

復
活
は
な
い
、
と
考
え
て
い
た
サ
ド
カ
イ
派
の

人
々
を
、
厳
し
く
批
判
し
て
い
ま
す
。

「
あ
な
た
た
ち
は
聖
書
も
神
の
力
も
知
ら
な

い
か
ら
、
そ
ん
な
思
い
違
い
を
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
死
者
の
中
か
ら
復
活
す
る

と
き
に
は
、
め
と
る
事
も
嫁
ぐ
こ
と
も
な

く
、
天
使
の
よ
う
に
な
る
の
だ
。
死
者
が

復
活
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
モ
ー
セ
の

書
の
「
柴
」
の
個
所
で
、
神
が
モ
ー
セ
に

ど
う
言
わ
れ
た
か
、
読
ん
だ
こ
と
が
な
い

の
か
。『
わ
た
し
は
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
神
、
イ

サ
ク
の
神
、
ヤ
コ
ブ
の
神
で
あ
る
』
と
あ

る
で
は
な
い
か
。
神
は
死
ん
だ
者
の
神
で

は
な
く
、
生
き
て
い
る
者
の
神
な
の
だ
。

あ
な
た
た
ち
は
大
変
な
思
い
違
い
を
し
て

い
る
。」（
マ
ル
コ
12
・
24‐

27
）

　

こ
こ
で
、
イ
エ
ス
が
「
聖
書
」
と
「
神
の
力
」

を
並
べ
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
印
象
的
で
す
。
聖

書
全
体
、
と
り
わ
け
モ
ー
セ
の
書
を
中
心
に
し

た
太
祖
の
物
語
は
、
ひ
と
り
一
人
の
命
に
お
よ

ぶ
神
の
人
格
的
な
愛
の
力
を
証
し
す
る
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
は
取
り
消
す
こ
と
の
で
き
な
い
も

　

い
ま
こ
こ
で
「
人
格
と
は
何
か
」
と
い
う
大

き
な
問
題
に
触
れ
る
こ
と
は
力
不
足
で
出
来
ま

せ
ん
が
、
テ
イ
ヤ
ー
ル
神
父
の
短
い
言
葉
に
、

ヒ
ン
ト
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
つ
ま
り
、

究
極
的
な
存
在
（
神
）
が
、
人
間
に
対
し
て
無

関
心
な
存
在
で
な
く
、
愛
そ
の
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
、
私
た
ち
人
間
を
一
つ
に
結
び
合
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
信
じ
る
こ
と
。
こ
の

信
仰
が
欠
け
る
と
き
、
人
間
同
士
は
結
合
・
調

和
へ
の
努
力
を
諦
め
、
恐
怖
に
よ
る
支
配
や
暴

虐
に
よ
る
道
に
落
ち
込
ん
で
い
く
だ
ろ
う
、と
。

　

い
ま
引
用
し
た
テ
イ
ヤ
ー
ル
神
父
の
「
結
び

合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
、
そ
の
「
で

き
る
」
と
い
う
言
葉
こ
そ
、
聖
書
で
は
、
神

の
力
、
イ
エ
ス
の
力
、
聖
霊
の
力
、
と
言
わ
れ

て
い
る
「
力
」
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
戦
争

責
任
者
だ
け
で
は
な
く
、私
た
ち
の
だ
れ
も
が
、

そ
う
い
う
「
力
」
の
存
在
を
忘
却
し
、
諦
め
て

し
ま
う
誘
惑
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

聖
書
と
神
の
力
を
信
じ
る

　

い
ま
ち
ょ
う
ど
私
た
ち
は
復
活
祭
を
祝
っ
て

い
ま
す
か
ら
、
こ
の
「
力
」
の
テ
ー
マ
を
復
活

＿ 4 ＿
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の
で
す
。
イ
エ
ス
ご
自
身
、受
難
を
前
に
し
て
、

「
ア
ッ
バ
、
父
よ
、
あ
な
た
は
何
で
も
お
で
き

に
な
り
ま
す
。
こ
の
（
受
難
の
）
杯
を
わ
た
し

か
ら
取
り
の
け
て
く
だ
さ
い
」（
マ
ル
コ
14
・

36
）
と
祈
ら
れ
た
の
で
し
た
。
ま
た
、
パ
ウ
ロ

は
、
サ
タ
ン
か
ら
自
分
に
与
え
ら
れ
た
と
げ

に
つ
い
て「
離
れ
去
ら
せ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
、

わ
た
し
は
三
度
主
に
願
い
ま
し
た
」（
II
コ
リ

ン
ト
12
・
７‐

８
）と
書
い
て
い
ま
す
。
結
果
は
、

イ
エ
ス
の
場
合
も
パ
ウ
ロ
の
場
合
も
、
弱
さ
、

受
難
、
と
げ
は
取
り
去
ら
れ
こ
と
は
な
か
っ

た
の
で
し
た
。

　

け
れ
ど
も
、
受
難
に
耐
え
抜
く
「
力
」、
弱

さ
の
中
に
働
く
「
恵
み
」
が
、
働
い
て
、
人
々

に
救
い
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
し
た
。

　

私
た
ち
に
も
毎
日
の
生
活
の
な
か
で
、
信
仰

を
脅
か
す
よ
う
な
多
く
の
弱
さ
と
そ
れ
に
伴
う

恐
れ
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
最
た
る
も
の
が

「
死
」
で
す
。「
死
の
恐
怖
の
た
め
に
一
生
涯
、

奴
隷
の
状
態
に
あ
っ
た
者
た
ち
」（
参
照
ヘ
ブ

ラ
イ
２
・
14‐

15
）
と
あ
る
と
お
り
で
す
。
し

か
し
、
イ
エ
ス
が
救
う
の
は
こ
の
よ
う
な
者
た

ち
で
す
。「
そ
れ
で
、
イ
エ
ス
は
、
神
の
御
前
に

お
い
て
憐
み
深
い
、
忠
実
な
大
祭
司
と
な
っ

て
、
民
の
罪
を
償
う
た
め
に
、
す
べ
て
の
点
で

兄
弟
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
の
で
す
。
事
実
、
御
自
身
、
試
練
を

受
け
て
苦
し
ま
れ
た
か
ら
こ
そ
、
試
練
を
受
け

て
い
る
人
た
ち
を
助
け
る
こ
と
が
お
で
き
に
な

る
の
で
す
。」（
同
2
・
17‐

18
）

　

こ
の
キ
リ
ス
ト
の
愛
と
い
う
神
の
最
も
優
れ

た
人
格
的
な
愛
、
犠
牲
の
愛
が
、
私
た
ち
の
福

音
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
恐
れ
や
弱
さ

に
打
ち
勝
っ
て
あ
ま
り
あ
る
も
の
で
す
。

　
「
し
か
し
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
こ
と
に
お
い

て
、
わ
た
し
た
ち
は
、
わ
た
し
た
ち
を
愛
し
て

く
だ
さ
る
方
に
よ
っ
て
輝
か
し
い
勝
利
を
収
め

て
い
ま
す
。
私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。
死
も
、

命
も
、
天
使
も
、
支
配
す
る
も
の
も
、
現
在
の

も
の
も
、
未
来
の
も
の
も
、
力
あ
る
も
の
も
、

高
い
所
に
い
る
も
の
も
、
低
い
所
に
い
る
も
の

も
、
他
の
ど
ん
な
被
造
物
も
、
わ
た
し
た
ち
の

主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
神

の
愛
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
を
引
き
離
す
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
す
。」（
ロ
マ
8
・
37‐

39
）

ご
復
活
祭
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　

キ
リ
ス
ト
の
死
に
あ
ず
か
る
洗
礼
を
受
け
た
私

た
ち
が
、
キ
リ
ス
ト
の
復
活
に
も
あ
ず
か
る
こ

と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。（
参
照
ロ
マ
６
・
４‐

５
）

　

人
間
を
結
び
つ
け
る
神
の
力

　

前
回
こ
の
欄
で
、「
天
地
の
主
で
あ
る
父
よ
」

と
い
う
イ
エ
ス
の
祈
り
の
言
葉
を
、
神
の
人
格

性
と
い
う
観
点
か
ら
読
み
直
し
て
み
ま
し
た
。

そ
の
際
、
前
々
号
で
紹
介
し
た
テ
イ
ヤ
ー
ル･

ド･

シ
ャ
ル
ダ
ン
神
父
が
、
第
二
次
世
界
大
戦

の
さ
な
か
に
書
い
た
手
紙
の
一
節
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　
　･･････

奇
妙
な
こ
と
に
は
、
争
い
が
い
た
る

と
こ
ろ
で
激
化
し
て
い
ま
す
が
、
紛
争
の
根

源
に
一
歩
一
歩
さ
か
の
ぼ
っ
て
ゆ
く
と
、
悪

の
根
源
は
外
観
的
な
紛
争
の
中
に
で
は
な

く
、
一
見
し
て
そ
れ
か
ら
ひ
じ
ょ
う
に
離
れ

た
と
こ
ろ
に
、
す
な
わ
ち
、
人
間
が
神
の

人
格
性
に
絶
望
し
た
と
い
う
内
的
な
事
実

の
う
ち
に
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
の
で
す
。

（
テ
イ
ヤ
ー
ル･

ド･

シ
ャ
ル
ダ
ン
著
、
宇
佐
見

英
治
・
見
田
稔
訳
『
旅
の
手
紙　

1
9
2
3

〜
1
9
5
5
』
テ
イ
ヤ
ー
ル
・
ド
・
シ
ャ
ル

ダ
ン
著
作
集
４
、
み
す
ず
書
房
、
1
9
7
0

年
、
3
1
2‐

3
1
3
頁
）

そ
し
て
、
最
後
に
私
は
次
の
よ
う
に
書
き

ま
し
た
。

「
第
二
次
世
界
大
戦
を
生
ん
だ
悪
の
根
源
が
、

人
間
が
神
の
人
格
性
に
絶
望
し
た
こ
と
に
あ
る

と
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

…
…

テ
イ
ヤ
ー
ル
神
父
は
、
そ
れ
は
、
究
極
的

な
存
在
が
「
人
格
的
な
愛
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、

私
た
ち
を
一
つ
に
結
び
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
を
信
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る

か
ら
だ
、
と
考
え
て
い
た
の
で
し
た
。」

の
だ
、
と
教
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

弱
さ
を
恐
れ
な
い

　

と
こ
ろ
で
、
神
の
力
の
発
現
は
、
こ
の
世
の

権
力
者
の
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
異
な
り
、
謙
り

や
弱
さ
を
通
し
て
為
さ
れ
る
こ
と
を
、
私
た
ち

は
い
つ
も
学
ん
で
い
ま
す
。

「
わ
た
し
た
ち
の
聞
い
た
こ
と
を
、
誰
が
信

じ
え
よ
う
か
。
主
は
御
腕
の
力
を
誰
に
示

さ
れ
た
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。…

…

（
彼
は
）

苦
役
を
課
せ
ら
れ
て
、
か
が
み
込
み
、
彼

は
口
を
開
か
な
か
っ
た
。
屠
り
場
に
引
か

れ
る
子
羊
の
よ
う
に
、
毛
を
切
る
者
の
前
に

物
を
言
わ
な
い
羊
の
よ
う
に
、
彼
は
口
を
開

か
な
か
っ
た
。」（
イ
ザ
ヤ
53
・
1
、
7
）

　「
わ
た
し
の
恵
み
は
あ
な
た
に
十
分
で
あ

る
。
力
は
弱
さ
の
中
で
こ
そ
十
分
に
発
揮

さ
れ
る
の
だ
」（
II
コ
リ
ン
ト
12
・
9
）

　

し
か
し
、
こ
の
弱
さ
こ
そ
は
私
た
ち
に
と
っ

て
最
大
の
試
練
で
あ
り
、
誘
惑
に
な
り
う
る
も

の
理
解
と
結
び
つ
け
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

パ
ウ
ロ
は
、
私
た
ち
の
信
仰
の
父
で
あ
る
ア

ブ
ラ
ハ
ム
に
つ
い
て
教
え
る
と
き
、
そ
の
「
信

仰
」
に
つ
い
て
、「
死
者
に
命
を
与
え
、
存
在

し
て
い
な
い
も
の
を
呼
び
出
し
て
存
在
さ
せ
る

神
を
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
信
じ
、…

…

　

希
望
す

る
す
べ
も
な
か
っ
た
と
き
に
、
な
お
も
望
み
を

抱
い
て
、
信
じ
、…

…

　

神
は
約
束
し
た
こ
と

を
実
現
さ
せ
る
力
も
、
お
持
ち
の
方
だ
と
、
確

信
し
て
い
た
」（
ロ
マ
4
・
17‐
18
、
21
）
と

力
強
く
述
べ
て
い
ま
す
。
パ
ウ
ロ
は
こ
う
し
て
、

い
ま
キ
リ
ス
ト
の
復
活
を
信
じ
る
こ
と
の
意
味

を
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
信
仰
と
結
び
つ
け
て
説
明
す

る
の
で
す
。

　

命
を
与
え
、
存
在
を
付
与
す
る
、
と
い
う
こ

と
は
究
極
の
「
力
」
で
す
が
、
現
代
の
文
明
に

影
響
さ
れ
た
私
た
ち
は
、
命
も
存
在
も
、
人

間
の
力
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
も
の
の
よ
う
に
錯

覚
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
は
、
信
仰
や
宗
教

を
あ
な
ど
る
こ
と
、
そ
し
て
、
人
間
に
よ
る
お

ぞ
ま
し
い
暴
虐
に
ま
で
い
た
る
こ
と
は
目
に
見

え
て
い
ま
す
。

　

イ
エ
ス
は
、
復
活
に
つ
い
て
の
問
答
の
中
で
、

復
活
は
な
い
、
と
考
え
て
い
た
サ
ド
カ
イ
派
の

人
々
を
、
厳
し
く
批
判
し
て
い
ま
す
。

「
あ
な
た
た
ち
は
聖
書
も
神
の
力
も
知
ら
な

い
か
ら
、
そ
ん
な
思
い
違
い
を
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
死
者
の
中
か
ら
復
活
す
る

と
き
に
は
、
め
と
る
事
も
嫁
ぐ
こ
と
も
な

く
、
天
使
の
よ
う
に
な
る
の
だ
。
死
者
が

復
活
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
モ
ー
セ
の

書
の
「
柴
」
の
個
所
で
、
神
が
モ
ー
セ
に

ど
う
言
わ
れ
た
か
、
読
ん
だ
こ
と
が
な
い

の
か
。『
わ
た
し
は
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
神
、
イ

サ
ク
の
神
、
ヤ
コ
ブ
の
神
で
あ
る
』
と
あ

る
で
は
な
い
か
。
神
は
死
ん
だ
者
の
神
で

は
な
く
、
生
き
て
い
る
者
の
神
な
の
だ
。

あ
な
た
た
ち
は
大
変
な
思
い
違
い
を
し
て

い
る
。」（
マ
ル
コ
12
・
24‐

27
）

　

こ
こ
で
、
イ
エ
ス
が
「
聖
書
」
と
「
神
の
力
」

を
並
べ
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
印
象
的
で
す
。
聖

書
全
体
、
と
り
わ
け
モ
ー
セ
の
書
を
中
心
に
し

た
太
祖
の
物
語
は
、
ひ
と
り
一
人
の
命
に
お
よ

ぶ
神
の
人
格
的
な
愛
の
力
を
証
し
す
る
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
は
取
り
消
す
こ
と
の
で
き
な
い
も

　

い
ま
こ
こ
で
「
人
格
と
は
何
か
」
と
い
う
大

き
な
問
題
に
触
れ
る
こ
と
は
力
不
足
で
出
来
ま

せ
ん
が
、
テ
イ
ヤ
ー
ル
神
父
の
短
い
言
葉
に
、

ヒ
ン
ト
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
つ
ま
り
、

究
極
的
な
存
在
（
神
）
が
、
人
間
に
対
し
て
無

関
心
な
存
在
で
な
く
、
愛
そ
の
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
、
私
た
ち
人
間
を
一
つ
に
結
び
合
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
信
じ
る
こ
と
。
こ
の

信
仰
が
欠
け
る
と
き
、
人
間
同
士
は
結
合
・
調

和
へ
の
努
力
を
諦
め
、
恐
怖
に
よ
る
支
配
や
暴

虐
に
よ
る
道
に
落
ち
込
ん
で
い
く
だ
ろ
う
、と
。

　

い
ま
引
用
し
た
テ
イ
ヤ
ー
ル
神
父
の
「
結
び

合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
、
そ
の
「
で

き
る
」
と
い
う
言
葉
こ
そ
、
聖
書
で
は
、
神

の
力
、
イ
エ
ス
の
力
、
聖
霊
の
力
、
と
言
わ
れ

て
い
る
「
力
」
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
戦
争

責
任
者
だ
け
で
は
な
く
、私
た
ち
の
だ
れ
も
が
、

そ
う
い
う
「
力
」
の
存
在
を
忘
却
し
、
諦
め
て

し
ま
う
誘
惑
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

聖
書
と
神
の
力
を
信
じ
る

　

い
ま
ち
ょ
う
ど
私
た
ち
は
復
活
祭
を
祝
っ
て

い
ま
す
か
ら
、
こ
の
「
力
」
の
テ
ー
マ
を
復
活

＿ 5 ＿
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の
で
す
。
イ
エ
ス
ご
自
身
、受
難
を
前
に
し
て
、

「
ア
ッ
バ
、
父
よ
、
あ
な
た
は
何
で
も
お
で
き

に
な
り
ま
す
。
こ
の
（
受
難
の
）
杯
を
わ
た
し

か
ら
取
り
の
け
て
く
だ
さ
い
」（
マ
ル
コ
14
・

36
）
と
祈
ら
れ
た
の
で
し
た
。
ま
た
、
パ
ウ
ロ

は
、
サ
タ
ン
か
ら
自
分
に
与
え
ら
れ
た
と
げ

に
つ
い
て「
離
れ
去
ら
せ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
、

わ
た
し
は
三
度
主
に
願
い
ま
し
た
」（
II
コ
リ

ン
ト
12
・
７‐

８
）と
書
い
て
い
ま
す
。
結
果
は
、

イ
エ
ス
の
場
合
も
パ
ウ
ロ
の
場
合
も
、
弱
さ
、

受
難
、
と
げ
は
取
り
去
ら
れ
こ
と
は
な
か
っ

た
の
で
し
た
。

　

け
れ
ど
も
、
受
難
に
耐
え
抜
く
「
力
」、
弱

さ
の
中
に
働
く
「
恵
み
」
が
、
働
い
て
、
人
々

に
救
い
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
し
た
。

　

私
た
ち
に
も
毎
日
の
生
活
の
な
か
で
、
信
仰

を
脅
か
す
よ
う
な
多
く
の
弱
さ
と
そ
れ
に
伴
う

恐
れ
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
最
た
る
も
の
が

「
死
」
で
す
。「
死
の
恐
怖
の
た
め
に
一
生
涯
、

奴
隷
の
状
態
に
あ
っ
た
者
た
ち
」（
参
照
ヘ
ブ

ラ
イ
２
・
14‐

15
）
と
あ
る
と
お
り
で
す
。
し

か
し
、
イ
エ
ス
が
救
う
の
は
こ
の
よ
う
な
者
た

ち
で
す
。「
そ
れ
で
、
イ
エ
ス
は
、
神
の
御
前
に

お
い
て
憐
み
深
い
、
忠
実
な
大
祭
司
と
な
っ

て
、
民
の
罪
を
償
う
た
め
に
、
す
べ
て
の
点
で

兄
弟
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
の
で
す
。
事
実
、
御
自
身
、
試
練
を

受
け
て
苦
し
ま
れ
た
か
ら
こ
そ
、
試
練
を
受
け

て
い
る
人
た
ち
を
助
け
る
こ
と
が
お
で
き
に
な

る
の
で
す
。」（
同
2
・
17‐

18
）

　

こ
の
キ
リ
ス
ト
の
愛
と
い
う
神
の
最
も
優
れ

た
人
格
的
な
愛
、
犠
牲
の
愛
が
、
私
た
ち
の
福

音
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
恐
れ
や
弱
さ

に
打
ち
勝
っ
て
あ
ま
り
あ
る
も
の
で
す
。

　
「
し
か
し
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
こ
と
に
お
い

て
、
わ
た
し
た
ち
は
、
わ
た
し
た
ち
を
愛
し
て

く
だ
さ
る
方
に
よ
っ
て
輝
か
し
い
勝
利
を
収
め

て
い
ま
す
。
私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。
死
も
、

命
も
、
天
使
も
、
支
配
す
る
も
の
も
、
現
在
の

も
の
も
、
未
来
の
も
の
も
、
力
あ
る
も
の
も
、

高
い
所
に
い
る
も
の
も
、
低
い
所
に
い
る
も
の

も
、
他
の
ど
ん
な
被
造
物
も
、
わ
た
し
た
ち
の

主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
神

の
愛
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
を
引
き
離
す
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
す
。」（
ロ
マ
8
・
37‐
39
）

ご
復
活
祭
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　

キ
リ
ス
ト
の
死
に
あ
ず
か
る
洗
礼
を
受
け
た
私

た
ち
が
、
キ
リ
ス
ト
の
復
活
に
も
あ
ず
か
る
こ

と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。（
参
照
ロ
マ
６
・
４‐

５
）

　

人
間
を
結
び
つ
け
る
神
の
力

　

前
回
こ
の
欄
で
、「
天
地
の
主
で
あ
る
父
よ
」

と
い
う
イ
エ
ス
の
祈
り
の
言
葉
を
、
神
の
人
格

性
と
い
う
観
点
か
ら
読
み
直
し
て
み
ま
し
た
。

そ
の
際
、
前
々
号
で
紹
介
し
た
テ
イ
ヤ
ー
ル･

ド･

シ
ャ
ル
ダ
ン
神
父
が
、
第
二
次
世
界
大
戦

の
さ
な
か
に
書
い
た
手
紙
の
一
節
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　
　･･････

奇
妙
な
こ
と
に
は
、
争
い
が
い
た
る

と
こ
ろ
で
激
化
し
て
い
ま
す
が
、
紛
争
の
根

源
に
一
歩
一
歩
さ
か
の
ぼ
っ
て
ゆ
く
と
、
悪

の
根
源
は
外
観
的
な
紛
争
の
中
に
で
は
な

く
、
一
見
し
て
そ
れ
か
ら
ひ
じ
ょ
う
に
離
れ

た
と
こ
ろ
に
、
す
な
わ
ち
、
人
間
が
神
の

人
格
性
に
絶
望
し
た
と
い
う
内
的
な
事
実

の
う
ち
に
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
の
で
す
。

（
テ
イ
ヤ
ー
ル･

ド･

シ
ャ
ル
ダ
ン
著
、
宇
佐
見

英
治
・
見
田
稔
訳
『
旅
の
手
紙　

1
9
2
3

〜
1
9
5
5
』
テ
イ
ヤ
ー
ル
・
ド
・
シ
ャ
ル

ダ
ン
著
作
集
４
、
み
す
ず
書
房
、
1
9
7
0

年
、
3
1
2‐

3
1
3
頁
）

そ
し
て
、
最
後
に
私
は
次
の
よ
う
に
書
き

ま
し
た
。

「
第
二
次
世
界
大
戦
を
生
ん
だ
悪
の
根
源
が
、

人
間
が
神
の
人
格
性
に
絶
望
し
た
こ
と
に
あ
る

と
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

…
…

テ
イ
ヤ
ー
ル
神
父
は
、
そ
れ
は
、
究
極
的

な
存
在
が
「
人
格
的
な
愛
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、

私
た
ち
を
一
つ
に
結
び
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
を
信
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る

か
ら
だ
、
と
考
え
て
い
た
の
で
し
た
。」

の
だ
、
と
教
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

弱
さ
を
恐
れ
な
い

　

と
こ
ろ
で
、
神
の
力
の
発
現
は
、
こ
の
世
の

権
力
者
の
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
異
な
り
、
謙
り

や
弱
さ
を
通
し
て
為
さ
れ
る
こ
と
を
、
私
た
ち

は
い
つ
も
学
ん
で
い
ま
す
。

「
わ
た
し
た
ち
の
聞
い
た
こ
と
を
、
誰
が
信

じ
え
よ
う
か
。
主
は
御
腕
の
力
を
誰
に
示

さ
れ
た
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。…

…

（
彼
は
）

苦
役
を
課
せ
ら
れ
て
、
か
が
み
込
み
、
彼

は
口
を
開
か
な
か
っ
た
。
屠
り
場
に
引
か

れ
る
子
羊
の
よ
う
に
、
毛
を
切
る
者
の
前
に

物
を
言
わ
な
い
羊
の
よ
う
に
、
彼
は
口
を
開

か
な
か
っ
た
。」（
イ
ザ
ヤ
53
・
1
、
7
）

　「
わ
た
し
の
恵
み
は
あ
な
た
に
十
分
で
あ

る
。
力
は
弱
さ
の
中
で
こ
そ
十
分
に
発
揮

さ
れ
る
の
だ
」（
II
コ
リ
ン
ト
12
・
9
）

　

し
か
し
、
こ
の
弱
さ
こ
そ
は
私
た
ち
に
と
っ

て
最
大
の
試
練
で
あ
り
、
誘
惑
に
な
り
う
る
も

の
理
解
と
結
び
つ
け
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

パ
ウ
ロ
は
、
私
た
ち
の
信
仰
の
父
で
あ
る
ア

ブ
ラ
ハ
ム
に
つ
い
て
教
え
る
と
き
、
そ
の
「
信

仰
」
に
つ
い
て
、「
死
者
に
命
を
与
え
、
存
在

し
て
い
な
い
も
の
を
呼
び
出
し
て
存
在
さ
せ
る

神
を
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
信
じ
、…

…

　

希
望
す

る
す
べ
も
な
か
っ
た
と
き
に
、
な
お
も
望
み
を

抱
い
て
、
信
じ
、…

…

　

神
は
約
束
し
た
こ
と

を
実
現
さ
せ
る
力
も
、
お
持
ち
の
方
だ
と
、
確

信
し
て
い
た
」（
ロ
マ
4
・
17‐

18
、
21
）
と

力
強
く
述
べ
て
い
ま
す
。
パ
ウ
ロ
は
こ
う
し
て
、

い
ま
キ
リ
ス
ト
の
復
活
を
信
じ
る
こ
と
の
意
味

を
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
信
仰
と
結
び
つ
け
て
説
明
す

る
の
で
す
。

　

命
を
与
え
、
存
在
を
付
与
す
る
、
と
い
う
こ

と
は
究
極
の
「
力
」
で
す
が
、
現
代
の
文
明
に

影
響
さ
れ
た
私
た
ち
は
、
命
も
存
在
も
、
人

間
の
力
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
も
の
の
よ
う
に
錯

覚
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
は
、
信
仰
や
宗
教

を
あ
な
ど
る
こ
と
、
そ
し
て
、
人
間
に
よ
る
お

ぞ
ま
し
い
暴
虐
に
ま
で
い
た
る
こ
と
は
目
に
見

え
て
い
ま
す
。

　

イ
エ
ス
は
、
復
活
に
つ
い
て
の
問
答
の
中
で
、

復
活
は
な
い
、
と
考
え
て
い
た
サ
ド
カ
イ
派
の

人
々
を
、
厳
し
く
批
判
し
て
い
ま
す
。

「
あ
な
た
た
ち
は
聖
書
も
神
の
力
も
知
ら
な

い
か
ら
、
そ
ん
な
思
い
違
い
を
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
死
者
の
中
か
ら
復
活
す
る

と
き
に
は
、
め
と
る
事
も
嫁
ぐ
こ
と
も
な

く
、
天
使
の
よ
う
に
な
る
の
だ
。
死
者
が

復
活
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
モ
ー
セ
の

書
の
「
柴
」
の
個
所
で
、
神
が
モ
ー
セ
に

ど
う
言
わ
れ
た
か
、
読
ん
だ
こ
と
が
な
い

の
か
。『
わ
た
し
は
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
神
、
イ

サ
ク
の
神
、
ヤ
コ
ブ
の
神
で
あ
る
』
と
あ

る
で
は
な
い
か
。
神
は
死
ん
だ
者
の
神
で

は
な
く
、
生
き
て
い
る
者
の
神
な
の
だ
。

あ
な
た
た
ち
は
大
変
な
思
い
違
い
を
し
て

い
る
。」（
マ
ル
コ
12
・
24‐

27
）

　

こ
こ
で
、
イ
エ
ス
が
「
聖
書
」
と
「
神
の
力
」

を
並
べ
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
印
象
的
で
す
。
聖

書
全
体
、
と
り
わ
け
モ
ー
セ
の
書
を
中
心
に
し

た
太
祖
の
物
語
は
、
ひ
と
り
一
人
の
命
に
お
よ

ぶ
神
の
人
格
的
な
愛
の
力
を
証
し
す
る
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
は
取
り
消
す
こ
と
の
で
き
な
い
も

　

い
ま
こ
こ
で
「
人
格
と
は
何
か
」
と
い
う
大

き
な
問
題
に
触
れ
る
こ
と
は
力
不
足
で
出
来
ま

せ
ん
が
、
テ
イ
ヤ
ー
ル
神
父
の
短
い
言
葉
に
、

ヒ
ン
ト
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
つ
ま
り
、

究
極
的
な
存
在
（
神
）
が
、
人
間
に
対
し
て
無

関
心
な
存
在
で
な
く
、
愛
そ
の
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
、
私
た
ち
人
間
を
一
つ
に
結
び
合
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
信
じ
る
こ
と
。
こ
の

信
仰
が
欠
け
る
と
き
、
人
間
同
士
は
結
合
・
調

和
へ
の
努
力
を
諦
め
、
恐
怖
に
よ
る
支
配
や
暴

虐
に
よ
る
道
に
落
ち
込
ん
で
い
く
だ
ろ
う
、と
。

　

い
ま
引
用
し
た
テ
イ
ヤ
ー
ル
神
父
の
「
結
び

合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
、
そ
の
「
で

き
る
」
と
い
う
言
葉
こ
そ
、
聖
書
で
は
、
神

の
力
、
イ
エ
ス
の
力
、
聖
霊
の
力
、
と
言
わ
れ

て
い
る
「
力
」
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
戦
争

責
任
者
だ
け
で
は
な
く
、私
た
ち
の
だ
れ
も
が
、

そ
う
い
う
「
力
」
の
存
在
を
忘
却
し
、
諦
め
て

し
ま
う
誘
惑
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

聖
書
と
神
の
力
を
信
じ
る

　

い
ま
ち
ょ
う
ど
私
た
ち
は
復
活
祭
を
祝
っ
て

い
ま
す
か
ら
、
こ
の
「
力
」
の
テ
ー
マ
を
復
活
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の
発
案
で
、「
お
祝
い
の
気
持
ち
を
表
し
た
い
」と

作
っ
た
、お
赤
飯
と
白
米
の
小
さ
な
お
に
ぎ
り
の

盛
り
合
わ
せ
を
、
猪
熊
神
父
様
が
お
褒
め
下
さ

り
、一
同
ち
ょ
っ
と
ハ
ナ
タ
カ
に
な
り
ま
し
た
。　

　

神
父
様
が
徳
田
教
会
に
来
ら
れ
て
早
六
年
、

司
祭
館
が
見
違
え
る
様
に
綺
麗
に
な
っ
た
こ
と

も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
も
片
付
け
魔
で
す

か
ら
今
度「
か
た
づ
け
隊
」を
組
織
し
ま
し
ょ
う

か
？　

　

二
月
の「
教
区
ニ
ュ
ー
ス
」に「
信
者
養
成
講

座
」を
受
講
の
方
が
、「
猪
熊
神
父
様
か
ら
参
加

　

猪
熊
神
父
様
と
は
ほ
と
ん
ど
お
話
を
し
た
事

の
な
い
私
が「
こ
の
お
祝
辞
を
書
く
？
も
っ
と
ふ

さ
わ
し
い
方
が
。」と
依
頼
者
に
提
案
し
た
の
は

当
然
の
こ
と
で
す
。神
父
様
、僭
越
で
ご
め
ん
な

さ
い
。

　

猪
熊
神
父
様
の
お
説
教
は
難
し
い
福
音
の
所

で
も
と
て
も
解
り
や
す
く
、聞
く
者
が
皆
、自
分

の
心
の
中
を
知
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
、そ
し

て
ひ
と
り
一
人
に
語
り
、諭
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

「
猪
熊
神
父
様　

銀
祝

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　青
山
日
出
子

の
で
は
な
い
か
し
ら
、そ
ん
な
気
持
ち
に
さ
せ
て

く
だ
さ
い
ま
す
。前
も
っ
て
許
可
を
得
ら
れ
て
い

る
と
い
う
登
場
人
物
も
大
倉
神
父
様
や
ご
家
族

、信
者
の
誰
か
さ
ん
で
あ
り
、そ
れ
は
聖
書
の
中

の
遥
か
二
千
年
前
の
人
々
や
そ
の
暮
し
と
重
な

る
の
で
す
。

　

三
月
三
日
、
徳
田
教
会
は
神
父
様
の
銀
祝
の

お
祝
い
会
で
賑
わ
い
ま
し
た
。冷
た
い
雨
の
日
で

し
た
が
、ミ
サ
に
与
っ
た
方
は
、
皆
ホ
ー
ル
に
集

り
昼
食
を
共
に
し
ま
し
た
。マ
リ
ア
会
メ
ン
バ
ー

す
る
心
構
え
に
つ
い
て
厳
し
い
お
話
が
あ
り
、身

が
引
き
締
ま
る
思
い
だ
っ
た
。
」と
感
想
を
述
べ

ら
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
神
父
様
の
受
講
者
の

方
々
は
立
派
な
カ
テ
キ
ス
タ
に
な
ら
れ
る
だ
ろ

う
な
ぁ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。　

大
倉
神
父
様

を
生
活
面
で
お
支
え
下
さ
る
猪
熊
神
父
様
に
感

謝
し
つ
つ
、「
御
手
柔
ら
か
に
」と
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。　

　

感
謝
の
う
ち
に「
司
祭
の
た
め
の
祈
り
」を
お

捧
げ
い
た
し
ま
す
。
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業
を
さ
れ
て
い

る
滝
口
先
生

の
買
い
物
中
の

一
コ
マ
の
話
か

ら
始
ま
っ
た
。

ス
ー
パ
ー
で
高

級
蒲
鉾
や
ス

テ
ー
キ
肉
を
か

け
た
ジ
ャ
ン
ケ

ン
大
会
で
、
滝

こ
の
西
武
地
区
キ
リ
ス
ト
教
教
会
連
合
に
も
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
上
林
先
生
の
隠
退
は
寂
し
い

こ
と
で
あ
る
が
、
今
後
の
更
な
る
ご
活
躍
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
た
い
。
も
う
一
つ
は
練

馬
聖
ガ
ブ
リ
エ
ル
教
会
の
統
合
で
あ
る
。
現
在

小
竹
町
に
あ
る
【
練
馬
聖
ガ
ブ
リ
エ
ル
教
会
】、

板
橋
区
徳
丸
に
あ
る
【
東
京
聖
マ
ル
チ
ン
教

会
】、豊
島
区
西
池
袋
に
あ
る
【
池
袋
聖
公
会
】

が
こ
の
春
か
ら
一
つ
と
な
り
、
新
し
く
生
ま
れ
変

わ
る
。
間
も
な
く
新
名
称
が
決
定
し
、
活
動
が

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
の
教
会
の
更
な
る
発
展
を
祈

り
つ
つ
、
茶
話
会
の
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
、
名
残
惜
し
い
気
持
ち
を
六
月
に
繋
げ
閉
会

と
な
っ
た
。

　

私
事
で
あ
る
が
、
仕
事
等
で
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
の
礼
拝
に
参
加
す
る
機
会
が
大
変
多
く
、
何

の
戸
惑
い
も
違
和
感
も
感
じ
て
い
な
い
。
し
い

て
言
え
ば
、
ふ
と
す
る
と
主
の
祈
り
や
使
徒
信

条
が
口
語
と
文
語
で
ご
ち
ゃ
混
ぜ
に
な
る
ぐ
ら

い
で
あ
る
。
こ
の
道
に
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と

に
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
時
折
神
さ
ま
の

思
し
召
し
を
考
え
た
り
も
す
る
。
未
だ
に
キ
リ

ス
ト
教
一
致
に
つ
い
て
知
ら
な
い
人
も
い
る
。
何

か
の
き
っ
か
け
が
な
け
れ
ば
互
い
に
知
り
合
い
、

認
め
合
う
こ
と
は
難
し
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

年
二
回
の
一
致
祈
祷
週
間
が
一
人
で
も
多
く
一
致

へ
の
導
き
に
な
れ
ば
と
願
う
。

　

最
後
に
、
心
の
奥
に
響
い
た
、
礼
拝
最
後
に

歌
わ
れ
た
讃
美
歌
『
こ
こ
に
私
は
い
ま
す
』
を

皆
さ
ん
と
分
か
ち
、
以
上
報
告
と
す
る
。

　

一
、
こ
こ
に
私
は
い
ま
す
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
眠

る
街
。
こ
こ
に
私
は
い
ま
す
、
凍
え
る
子
の
涙

に
も
。
あ
な
た
は
？

　

二
、
こ
こ
に
私
は
い
ま
す
、
仕
事
さ
が
す
列

の
中
。
共
に
私
は
い
ま
す
、変
革
よ
ぶ
人
々
と
。

あ
な
た
は
？

　

三
、
共
に
食
卓
か
こ
み
、
パ
ン
を
分
か
つ
群

れ
の
中
。
共
に
私
は
い
ま
す
、
み
こ
と
ば
に
生

き
る
人
と
。
あ
な
た
は
？

の
発
案
で
、「
お
祝
い
の
気
持
ち
を
表
し
た
い
」と

作
っ
た
、お
赤
飯
と
白
米
の
小
さ
な
お
に
ぎ
り
の

盛
り
合
わ
せ
を
、
猪
熊
神
父
様
が
お
褒
め
下
さ

り
、一
同
ち
ょ
っ
と
ハ
ナ
タ
カ
に
な
り
ま
し
た
。　

　

神
父
様
が
徳
田
教
会
に
来
ら
れ
て
早
六
年
、

司
祭
館
が
見
違
え
る
様
に
綺
麗
に
な
っ
た
こ
と

も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
も
片
付
け
魔
で
す

か
ら
今
度「
か
た
づ
け
隊
」を
組
織
し
ま
し
ょ
う

か
？　

　

二
月
の「
教
区
ニ
ュ
ー
ス
」に「
信
者
養
成
講

座
」を
受
講
の
方
が
、「
猪
熊
神
父
様
か
ら
参
加

　

猪
熊
神
父
様
と
は
ほ
と
ん
ど
お
話
を
し
た
事

の
な
い
私
が「
こ
の
お
祝
辞
を
書
く
？
も
っ
と
ふ

さ
わ
し
い
方
が
。」と
依
頼
者
に
提
案
し
た
の
は

当
然
の
こ
と
で
す
。神
父
様
、僭
越
で
ご
め
ん
な

さ
い
。

　

猪
熊
神
父
様
の
お
説
教
は
難
し
い
福
音
の
所

で
も
と
て
も
解
り
や
す
く
、聞
く
者
が
皆
、自
分

の
心
の
中
を
知
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
、そ
し

て
ひ
と
り
一
人
に
語
り
、諭
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
し
ら
、そ
ん
な
気
持
ち
に
さ
せ
て

く
だ
さ
い
ま
す
。前
も
っ
て
許
可
を
得
ら
れ
て
い

る
と
い
う
登
場
人
物
も
大
倉
神
父
様
や
ご
家
族

、信
者
の
誰
か
さ
ん
で
あ
り
、そ
れ
は
聖
書
の
中

の
遥
か
二
千
年
前
の
人
々
や
そ
の
暮
し
と
重
な

る
の
で
す
。

　

三
月
三
日
、
徳
田
教
会
は
神
父
様
の
銀
祝
の

お
祝
い
会
で
賑
わ
い
ま
し
た
。冷
た
い
雨
の
日
で

し
た
が
、ミ
サ
に
与
っ
た
方
は
、
皆
ホ
ー
ル
に
集

り
昼
食
を
共
に
し
ま
し
た
。マ
リ
ア
会
メ
ン
バ
ー

西
武
地
区
キ
リ
ス
ト
教

教
会
連
合
一
致
礼
拝
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
月
通
子

　

二
月
十
七
日
（
日
）
浄
風
教
会
に
て
、
西
武

地
区
キ
リ
ス
ト
教
教
会
連
合
で
あ
る
五
つ
の
教

会
（
日
本
キ
リ
ス
ト
合
同
教
会
桜
台
教
会
・
日

本
聖
公
会
練
馬
聖
ガ
ブ
リ
エ
ル
教
会
・
日
本
基

督
教
団
江
古
田
教
会
・
日
本
基
督
教
団
浄
風

教
会
・
カ
ト
リ
ッ
ク
徳
田
教
会
）
に
よ
る
一
致

礼
拝
が
行
わ
れ
、
徳
田
教
会
か
ら
二
十
六
人
が

参
加
、
司
祭
・
牧
師
を
含
め
六
十
五
人
が
心

を
ひ
と
つ
に
し
共
に
礼
拝
を
捧
げ
た
。
今
回
お

説
教
を
さ

れ
た
の
は

浄
風
教
会

の
滝
口
宣

牧
師
。『
散

る
散
る
満

ち
る
』
と

題
さ
れ
た

説
教
は
、

長
年
主
夫

口
先
生
は
何
を
出
し
た
ら
勝
て
る
か
綿
密
な
計

算
を
し
た
が
即
負
け
て
し
ま
っ
た
。
二
連
覇
し

た
の
は
無
欲
な
二
歳
の
少
女
。
本
日
読
ま
れ
た

聖
書
の
箇
所
は
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
十
八
章

十
八
節
〜
二
十
三
節
、
そ
し
て
そ
の
前
の
箇
所

は
【
子
ど
も
を
祝
福
す
る
】
と
題
さ
れ
た
箇
所

で
あ
っ
た
。『
な
る
ほ
ど
』
と
締
め
く
く
ら
れ
た

お
説
教
は
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
、
分
か
り
や
す
く
、

聖
書
の
こ
と
ば
が
日
常
に
即
し
た
話
で
あ
っ
た
。

礼
拝
後
、
付
属
の
浄
風
幼
稚
園
で
行
わ
れ
た
茶

話
会
に
は
、
礼
拝
出
席
者
の
ほ
ぼ
全
員
が
参
加

さ
れ
た
。
各
教
会
の
紹
介
の
後
は
、
二
つ
の
主

な
報
告
が
な
さ
れ
た
。
一
つ
は
江
古
田
教
会
牧

師
の
上
林
先
生
の
隠
退
で
あ
る
。
長
年
に
渡
り

す
る
心
構
え
に
つ
い
て
厳
し
い
お
話
が
あ
り
、身

が
引
き
締
ま
る
思
い
だ
っ
た
。
」と
感
想
を
述
べ

ら
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
神
父
様
の
受
講
者
の

方
々
は
立
派
な
カ
テ
キ
ス
タ
に
な
ら
れ
る
だ
ろ

う
な
ぁ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。　

大
倉
神
父
様

を
生
活
面
で
お
支
え
下
さ
る
猪
熊
神
父
様
に
感

謝
し
つ
つ
、「
御
手
柔
ら
か
に
」と
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。　

　

感
謝
の
う
ち
に「
司
祭
の
た
め
の
祈
り
」を
お

捧
げ
い
た
し
ま
す
。
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業
を
さ
れ
て
い

る
滝
口
先
生

の
買
い
物
中
の

一
コ
マ
の
話
か

ら
始
ま
っ
た
。

ス
ー
パ
ー
で
高

級
蒲
鉾
や
ス

テ
ー
キ
肉
を
か

け
た
ジ
ャ
ン
ケ

ン
大
会
で
、
滝

こ
の
西
武
地
区
キ
リ
ス
ト
教
教
会
連
合
に
も
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
上
林
先
生
の
隠
退
は
寂
し
い

こ
と
で
あ
る
が
、
今
後
の
更
な
る
ご
活
躍
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
た
い
。
も
う
一
つ
は
練

馬
聖
ガ
ブ
リ
エ
ル
教
会
の
統
合
で
あ
る
。
現
在

小
竹
町
に
あ
る
【
練
馬
聖
ガ
ブ
リ
エ
ル
教
会
】、

板
橋
区
徳
丸
に
あ
る
【
東
京
聖
マ
ル
チ
ン
教

会
】、豊
島
区
西
池
袋
に
あ
る
【
池
袋
聖
公
会
】

が
こ
の
春
か
ら
一
つ
と
な
り
、
新
し
く
生
ま
れ
変

わ
る
。
間
も
な
く
新
名
称
が
決
定
し
、
活
動
が

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
の
教
会
の
更
な
る
発
展
を
祈

り
つ
つ
、
茶
話
会
の
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
、
名
残
惜
し
い
気
持
ち
を
六
月
に
繋
げ
閉
会

と
な
っ
た
。

　

私
事
で
あ
る
が
、
仕
事
等
で
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
の
礼
拝
に
参
加
す
る
機
会
が
大
変
多
く
、
何

の
戸
惑
い
も
違
和
感
も
感
じ
て
い
な
い
。
し
い

て
言
え
ば
、
ふ
と
す
る
と
主
の
祈
り
や
使
徒
信

条
が
口
語
と
文
語
で
ご
ち
ゃ
混
ぜ
に
な
る
ぐ
ら

い
で
あ
る
。
こ
の
道
に
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と

に
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
時
折
神
さ
ま
の

思
し
召
し
を
考
え
た
り
も
す
る
。
未
だ
に
キ
リ

ス
ト
教
一
致
に
つ
い
て
知
ら
な
い
人
も
い
る
。
何

か
の
き
っ
か
け
が
な
け
れ
ば
互
い
に
知
り
合
い
、

認
め
合
う
こ
と
は
難
し
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

年
二
回
の
一
致
祈
祷
週
間
が
一
人
で
も
多
く
一
致

へ
の
導
き
に
な
れ
ば
と
願
う
。

　

最
後
に
、
心
の
奥
に
響
い
た
、
礼
拝
最
後
に

歌
わ
れ
た
讃
美
歌
『
こ
こ
に
私
は
い
ま
す
』
を

皆
さ
ん
と
分
か
ち
、
以
上
報
告
と
す
る
。

　

一
、
こ
こ
に
私
は
い
ま
す
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
眠

る
街
。
こ
こ
に
私
は
い
ま
す
、
凍
え
る
子
の
涙

に
も
。
あ
な
た
は
？

　

二
、
こ
こ
に
私
は
い
ま
す
、
仕
事
さ
が
す
列

の
中
。
共
に
私
は
い
ま
す
、変
革
よ
ぶ
人
々
と
。

あ
な
た
は
？

　

三
、
共
に
食
卓
か
こ
み
、
パ
ン
を
分
か
つ
群

れ
の
中
。
共
に
私
は
い
ま
す
、
み
こ
と
ば
に
生

き
る
人
と
。
あ
な
た
は
？

マ
リ
ア　

小
島　

ち
え
子
様　

２
月
26
日

　

二
月
十
七
日
（
日
）
浄
風
教
会
に
て
、
西
武

地
区
キ
リ
ス
ト
教
教
会
連
合
で
あ
る
五
つ
の
教

会
（
日
本
キ
リ
ス
ト
合
同
教
会
桜
台
教
会
・
日

本
聖
公
会
練
馬
聖
ガ
ブ
リ
エ
ル
教
会
・
日
本
基

督
教
団
江
古
田
教
会
・
日
本
基
督
教
団
浄
風

教
会
・
カ
ト
リ
ッ
ク
徳
田
教
会
）
に
よ
る
一
致

礼
拝
が
行
わ
れ
、
徳
田
教
会
か
ら
二
十
六
人
が

参
加
、
司
祭
・
牧
師
を
含
め
六
十
五
人
が
心

を
ひ
と
つ
に
し
共
に
礼
拝
を
捧
げ
た
。
今
回
お

説
教
を
さ

れ
た
の
は

浄
風
教
会

の
滝
口
宣

牧
師
。『
散

る
散
る
満

ち
る
』
と

題
さ
れ
た

説
教
は
、

長
年
主
夫

口
先
生
は
何
を
出
し
た
ら
勝
て
る
か
綿
密
な
計

算
を
し
た
が
即
負
け
て
し
ま
っ
た
。
二
連
覇
し

た
の
は
無
欲
な
二
歳
の
少
女
。
本
日
読
ま
れ
た

聖
書
の
箇
所
は
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
十
八
章

十
八
節
〜
二
十
三
節
、
そ
し
て
そ
の
前
の
箇
所

は
【
子
ど
も
を
祝
福
す
る
】
と
題
さ
れ
た
箇
所

で
あ
っ
た
。『
な
る
ほ
ど
』
と
締
め
く
く
ら
れ
た

お
説
教
は
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
、
分
か
り
や
す
く
、

聖
書
の
こ
と
ば
が
日
常
に
即
し
た
話
で
あ
っ
た
。

礼
拝
後
、
付
属
の
浄
風
幼
稚
園
で
行
わ
れ
た
茶

話
会
に
は
、
礼
拝
出
席
者
の
ほ
ぼ
全
員
が
参
加

さ
れ
た
。
各
教
会
の
紹
介
の
後
は
、
二
つ
の
主

な
報
告
が
な
さ
れ
た
。
一
つ
は
江
古
田
教
会
牧

師
の
上
林
先
生
の
隠
退
で
あ
る
。
長
年
に
渡
り

「
教
会
委
員
会
報
告
」
と
「
典
礼
と
行
事
」
は

次
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。             （
広
報
）


